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平
成
を
駆
け
抜
け
卒
業
三
十
年

最
高
の
再
会
第
84
回
生

85
回
生

卒
業
三
十
周
年
記
念
事
業
報
告

　

平
成
三
十

一
年
二
月
九

日
、
佐
久
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
野
沢
北

高
校
卒
業
三

十
周
年
記
念

同
窓
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
の
最
後

に
卒
業
し
た

私
た
ち
84
回

生
が
、
平
成

最
後
の
大
同

窓
会
と
い
う

こ
と
で
、
ま

さ
に
平
成
の

三
十
年
を
駆

け
抜
け
て
の

再
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
、

同
じ
剣
道
班
の
川
嶋
君
か
ら
の
声
掛
け
で

七
月
に
第
一
回
目
の
会
議
。
先
輩
方
か
ら

す
る
と
、
か
な
り
遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
役
員
も
決
ま
り
、

実
行
委
員
一
丸
と
な
っ
て
「
後
輩
た
ち
を

精
一
杯
応
援
す
る
」「
84
回
生
の
み
な
さ

ん
に
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
頂
く
」
と
い

う
二
つ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
か
っ
た
の
は
実
行
委
員
の
二

十
三
名
の
皆
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
と
も
多

忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
月
の
会
議
に
嫌

な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
集
ま
り
、
自
ら
進
ん
で

仕
事
を
見
つ
け
て
は
行
動
し
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
気
持
ち
よ
く
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
実
行
委
員
の
熱
意
に
心
を
動

か
さ
れ
た
84
回
生
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

目
標
額
を
大
幅
に
上
回
る
寄
付
金
が
集
ま

　

本
年
度
、

85
回
生
は

卒
業
三
十

周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

例
年
の
卒

回
生
に
な

ら
い
、
母

校
へ
の
寄

付
事
業
と

し
て
寄
付

金
を
募
り
、

八
月
十
一

日
に
大
同

窓
会
を
行
い
ま
し
た
。

  

平
成
三
〇
年
八
月
に
は
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
元
の
卒
回
生
を

中
心
に
各
ク
ラ
ス
の
幹
事
を
選
出
し
、

実
行
委
員
長
は
黒
沢
一
也
君
（
恵
仁
会

理
事
長
）、
幹
事
長
は
栁
田
清
二
君
（
佐

久
市
長
）
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
準
備
の
段
階
で
は
大
同
窓
会
当

日
ま
で
に
七
回
の
実
行
委
員
会
を
行
い

ま
し
た
。
寄
付
金
趣
意
書
・
大
同
窓
会

案
内
を
発
送
す
る
作
業
の
中
で
、
か
つ

て
の
級
友
に
連
絡
を
取
り
、
つ
な
が
り

を
取
り
戻
し
て
い
く
の
は
懐
か
し
く
そ

し
て
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

当
日
八
月
十
一
日
の
記
念
式
典
・
大

同
窓
会
は
佐
久
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、

85
回
生
一
三
五
名
の
出
席
を
得
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
髙
見
澤
俊
雄
岳
南

会
長
、
北
澤
潔
校
長
に
ご
出
席
を
賜
り
、

旧
担
任
は
二
組
宮
崎
清
孝
先
生
、
三
組

百
瀬
貴
先
生
、
五
組
堀
内
敏
治
先
生
、

六
組
川
口
剛
先
生
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
85
回
生
物
故
者

追
悼
を
行
い
、
ご
冥
福
を
祈
り
な
が
ら

野
沢
北
高
校
で
の
在
り
し
姿
を
し
の
び

ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
参
加
者
全
員

　

令
和
元
年
10
月
24
日
小
諸
支
部
主

催
の
岳
南
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

小
諸
高
原
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
諸
支
部
総
会
で
話
が
持
ち
上

が
り
、
学
年
ご
と
に
声
を
か
け
て
参

加
者
を
募
っ
た
結
果
、
13
組
、
女
性

３
人
も
含
め
て
46
人
の
大
き
な
コ
ン

ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
上
原
文
人
さ
ん
（
63
回
卒
）、

準
優
勝
三
浦
智
之
さ
ん
（
61
回
卒
）、

ベ
ス
グ
ロ
堀
籠
節
さ
ん
（
63
回
卒
）。

表
彰
式
は
多
く
の
賞
品
で
盛
り
上
が

り
、
小
諸
支
部
の
重
鎮
53
回
卒
の
中
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り
、
電
子
黒
板
二
基
を
は
じ
め
、
集
会
用

テ
ン
ト
、
楽
器
、
大
型
扇
風
機
等
を
後
輩

の
た
め
に
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
当
日
は
来
賓
の
髙
見
澤
岳
南
会

長
、
田
澤
校
長
を
は
じ
め
、
在
学
時
に
お

世
話
に
な
っ
た
依
田
先
生
、
土
屋
先
生
、

大
竹
先
生
、
木
内
先
生
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
お
言
葉
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
圧
巻
は
オ
ペ
ラ
歌
手
の
四
組
倉
石

君
率
い
る
倉
石
楽
団
（
一
組
井
出
さ
ん
、

二
組
坂
井
君
、
四
組
箕
輪
さ
ん
）
で
し
た
。

倉
石
君
の
本
気
の
歌
声
と
生
演
奏
に
会
場

は
拍
手
喝
采
の
渦
と
な
り
、
一
組
出
澤
君

編
集
の
日
輪
祭
の
ビ
デ
オ
上
映
も
あ
ま
り

の
懐
か
し
さ
に
全
員
ス
ク
リ
ー
ン
に
釘
付

け
と
な
り
、
六
組
土
屋
君
の
名
司
会
ぶ
り

に
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
、
そ
の
後
ク
ラ

ス
ご
と
の
二
次
会
・
三
次
会
も
最
高
に
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
三
十
年
ぶ
り
に
会
う
同
窓
生
の
活
躍

ぶ
り
は
、
大
き
な
励
み
と
な
り
、
明
日
へ

の
パ
ワ
ー
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
次
は
二

十
年
後
の
五
十
周
年
。
ま
た
元
気
な
笑
顔

で
会
え
る
よ
う
、
同
窓
生
の
活
躍
と
幸
福

を
祈
念
し
て
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
実
行
委
員
長　

比
田
井
和
孝
）

で
校
歌
斉
唱
の
の
ち
、
黒
沢
実
行
委
員

長
よ
り
85
回
生
卒
三
〇
年
の
寄
付
と
し

て
、
野
沢
北
高
北
館
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
備

一
式
を
北
澤
学
校
長
に
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栁
田
幹
事

長
の
乾
杯
に
よ
り
大
同
窓
会
へ
と
う
つ

り
ま
し
た
。
卒
業
以
来
久
々
に
顔
を
合

わ
せ
る
同
級
生
・
同
学
年
生
も
多
く
、

高
校
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
と
と
も

に
近
況
を
報
告
し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

84
回
生
比
田
井
和
孝
さ
ん
（
上
田
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
副
校
長
）、
86
回
生

新
海
誠
さ
ん
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
）

か
ら
頂
い
た
映
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

  

三
〇
年
の
歳
月
を
経
て
、
旧
交
を
温
め

る
機
会
が
持
て
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
絆
が
、
ま
た
こ

れ
か
ら
の
絆
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
母
校
野
沢
北
高
校
へ
の
期
待
と

と
も
に
支
援
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

運
が
高
ま
る
機

会
に
も
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま

す
。
野
沢
北
高

校
、
岳
南
会
を

は
じ
め
、
今
回

の
記
念
事
業
に

ご
尽
力
い
た
だ

い
た
方
々
、
参

加
し
て
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん

に
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
、
報
告
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
85
回
生
記
念
事
業

 

実
行
委
員
会
事
務
局　

小
林
嘉
孝
）

澤
嘉
雄
さ
ん
に
締
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
場
で
は
台
風
19
号
被
害
の

義
捐
金
を
募
り
、

多
く
の
方
の
ご
協

力
を
頂
き
、
長
野

県
に
寄
付
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
是

非
第
２
回
目
の
開

催
を
と
い
う
要
望

を
い
た
だ
き
、
来

年
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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第
75
回
生

卒
業
四
十
周
年
記
念
同
窓
会
開
催

「
伝
統
」
を
新
し
い
「
未
来
」
の
創
造
に

岳
南
65
回
生
卒
業
五
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

　

昭
和
五
十
三
年
度

卒
業
の
私
た
ち
は
、

平
成
二
十
二
年
八
月

に
卒
業
三
十
周
年
の

記
念
事
業
と
同
窓
会

を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
こ
の
事
業

に
あ
た
っ
た
各
ク
ラ

ス
代
表
で
、
毎
年
継

続
し
て
近
況
報
告
や

来
る
べ
き
五
十
周
年

の
大
き
な
節
目
の
同

窓
会
の
話
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
こ
数
年
、
一

月
五
日
に
開
か
れ
る

岳
南
会
総
会
で
は
、
高
校
再
編
の
話
が
進
み
、
十
年

後
に
記
念
同
窓
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
記

念
事
業
が
継
続
さ
れ
る
か
、
危
ぶ
ま
れ
る
感
じ
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
本
会
の
規
定
の
記
念
事
業
に
は
な
く
と

も
、
私
た
ち
の
世
代
独
自
の
四
十
周
年
記
念
同
窓
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
、
数
回
の
役
員
会
を
開
い

て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
同
窓
生
に
母
校
の
教
諭
を

務
め
て
い
る
方
も
お
り
、
事
務
局
に
白
石
克
典
氏
、

幹
事
長
に
伴
野
健
一
氏
を
お
願
い
で
き
た
こ
と
も
、

四
十
周
年
記
念
同
窓

会
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
た
要
因
で
す
。

　

前
回
は
二
百
万
近

い
賛
助
金
を
集
め
母

校
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
記
念
事
業
と
銘

を
打
つ
の
も
気
が
引

け
ま
し
た
の
で
、
そ

の
十
分
の
一
で
も
集

ま
れ
ば
い
い
か
な
？

で
話
が
ま
と
ま
り
、

各
ク
ラ
ス
十
名
、
合

　

去
る
十
一
月
二
日
午
後

二
時
、
会
場
の
佐
久
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
は
岳
南
65

回
生
九
十
四
名
が
集
い
、

卒
業
五
十
年
を
祝
い
、
旧

交
を
温
め
る
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
折
し

も
、
佐
久
地
方
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

十
九
号
か
ら
三
週
目
、
被

災
し
た
り
、
復
旧
の
中
心

的
な
立
場
に
あ
っ
た
り
、

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
積
極
的
に
活
動
す
る
仲
間
の

い
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に
、
式
は
進
行

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
わ
た
し
た
ち
65
回
生
（
昭
和
四
十
四
年
三

月
卒
）
は
、
三
十
周
年
記
念
式
典
以
降
、
学
年
単
位

の
会
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
、
二
十
年
が
過
ぎ
て
い

ま
し
た
。
一
月
五
日
の
岳
南
会
総
会
で
も
中
々
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
が
な
い
。
こ
う
し
た
中
、
三
十
周
年

の
中
心
で
活
躍
し
た
中
村
正
直
、
宮
沢
彰
博
両
君
の

呼
び
か
け
が
奏
効
し
、
七
組
の
強
力
な
賛
同
も
あ
っ

て
、
昨
年
六
月
、
実
行
委
員
会
の
発
足
を
見
、
式
典

の
実
現
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
実
行
委
員
会
は

十
二
回
。
次
の
四
項
目
の
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

①
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
開
催
す
る
。

② 

賛
助
金
を
募
り
、
母
校
の
教
育
を
支
援
す
る
。

③
講
演
会
を
実
施
す
る
。

④ 
報
告
書
を
作
成
し
て
全

員
に
郵
送
配
布
す
る
。

　

当
日
、
始
ま
り
は
野
沢

北
高
吹
奏
楽
班
の
伴
奏
に

よ
る
懐
か
し
い
校
歌
斉
唱
。

さ
ら
に
演
奏
を
聴
き
、
開

会
宣
言
、
物
故
さ
れ
た
担

任
の
先
生
方
と
旧
友
達
へ

の
黙
祷
、
実
行
委
員
長
の

挨
拶
、
そ
し
て
記
念
品
と

し
て
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
一

台
と
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
一
式
、

計
七
十
名
は
集
め
ま

し
ょ
う
と
計
画
が
進

み
ま
す
。
メ
ー
ル
で

の
連
絡
の
や
り
取
り

が
で
き
る
時
代
で
す

の
で
、
連
絡
の
取
り

あ
え
て
い
る
仲
間
は

そ
れ
で
済
ま
せ
、
全

体
に
は
、
ク
ラ
ス
役

員
が
手
分
け
を
し
て

郵
送
連
絡
を
し
、
同

窓
会
を
五
千
円
、
賛

助
金
を
一
口
二
千
円

と
し
て
、
参
加
依
頼

を
し
ま
し
た
。

　

九
月
一
五
日
の
当
日
は
恩
師
の
小
林
健
一
先
生
、

小
宮
山
み
よ
子
先
生
、
冨
田
隆
順
先
生
に
も
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
髙
見
澤
俊
雄
岳
南
会
長
先
生

に
も
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
都
合
が
つ
か

ず
、
大
変
丁
寧
な
岳
南
会
報
告
書
を
準
備
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
記
念
同
窓
会
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
こ
と
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
年
ぶ
り
の
同
窓
会
で
す
が
、
久
し
ぶ
り
で
も
す

ぐ
わ
か
る
仲
間
や
、
あ
れ
？
昔
の
面
影
が
思
い
出
せ

な
い
！
と
感
ず
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

酒
を
酌
み
交
わ
し
、
話
を
重
ね
、
思
い
出
話
を
語
り

合
う
と
、
不
思
議
と
当
時
の
こ
と
が
紐
解
か
れ
て
い

き
ま
す
。
楽
し
く
語
り
合
う
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、
二
次
会
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
実
施

し
た
の
で
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
た

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
様
子
で
す
。

　

来
年
は
還
暦
を
迎
え
る
私
た
ち
が
、
令
和
元
年
に

こ
の
同
窓
会
を
開
け
た
こ
と
、
歳
の
周
り
と
は
い
え
、

何
か
大
き
な
節
目
が
飾
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

大
勢
の
参
加
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
は
五
年
後
、
十
年
後
？
再
会
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
、
み
ん
な
元
気
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

（
実
行
委
員
長　

阿
部
千
浩
）

教
育
環
境
整
備
資
金
を
母

校
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い

た
だ
い
た
の
は
、
岳
南
会

副
会
長
の
柳
澤
重
也
様
、

野
沢
北
高
等
学
校
長
の
北

澤
潔
様
、
岳
南
会
事
務
局

長
の
井
出
誠
様
、
そ
し
て
、

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
映
画
監
督
の
尹
美
亜
さ

ん
（
岳
南
89
回
卒
）。

　

ご
挨
拶
の
中
で
、
柳
澤

副
会
長
は
、
第
二
期
高
校
再
編
と
い
う
困
難
な
現
実

を
前
に
、
な
お
北
高
の
伝
統
を
残
し
な
が
ら
優
秀
な

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
、
校
長
の

北
澤
先
生
は
、
五
十
年
前
の
卒
業
式
の
送
辞
、
答
辞

に
表
現
さ
れ
た
時
代
の
雰
囲
気
に
触
れ
な
が
ら
、
現

在
の
素
直
な
北
高
生
に
自
主
自
立
の
気
概
を
持
た
せ

た
い
と
力
強
く
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
取
材
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
一
陽
来
復
」
の
監
督
で
あ
る
尹
美
亜

さ
ん
は
、
東
北
を
取
材
し
、
被
災
し
た
人
々
に
触
れ

な
が
ら
、
交
友
を
と
お
し
て
得
た
一
つ
の
核
心
を
素

直
な
言
葉
で
表
現
し
て
、
私
た
ち
に
深
い
感
銘
を
残

し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
テ
ー

マ
曲
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
や
サ
イ
モ

ン
＆
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
な
ど
、
懐
か
し
い
曲
が
会
場

に
流
れ
、
古
崎
仁
一
君
率
い
る
楽
団
の
ボ
サ
ノ
バ
が

重
な
っ
て
、
歓
談
の
渦
が
会
場
を
覆
い
、
あ
の
頃
と

よ
く
似
た
「
時
間
を
忘
れ
る
」
と
い
う
至
福
を
共
有

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
川
原
正
樹
君
の
指
揮
で
学
生
歌
を
高
唱
、

実
行
委
員
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
、
Ｆ
Ｍ
東
京
の

「
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
」
に
包
ま
れ
て
成
功
裡
に

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
行
委
員
会
の
提
案
で
、
台
風
被
災
者
支

援
の
募
金
箱
を
会
場
入
り
口
に
用
意
、
集
ま
っ
た
志

を
義
援
金
と
し
て
佐
久
市
に
寄
付
し
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。 

（
実
行
委
員
長　

相
馬
徳
太
郎
）
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日　時　2020年6月6日（土）
　　　　12：30～ 受付　13：00～総会
　　　　13：40～懇親会
会　場　「アリスアクアガーデン銀座」 
　　　　東京都中央区京橋3-7-1
　　　　相互館110タワー B1F
　　　　※銀座線京橋駅2番出口直結
　　　　☎　03-3567-8886
会　費　6,000円
　　　　※学生は2,000円、新会員は招待
当番幹事
　　　 81回（Ｓ60年卒）   82回（Ｓ61年卒）
　　　 91回（Ｈ 7年卒）   92回（Ｈ 8年卒）
　　　101回（Ｈ17年卒） 102回（Ｈ18年卒）
連絡先　東京岳南会幹事長
　　　　依田賢治（74回／S53年卒）
　　　　☎/Fax：048-463-8584

東京岳南会
2020年度（第58回）総会・懇親会ご案内

日　時　2020年5月 9日（土）
　　　　総　会　12：00～
　　　　懇親会　14：00～16：00
　　　　　※懇親会は関西鈴蘭会と合同開催
　　　　詳細はホームページをご覧ください。
　　　　URL　http：//gaku-suzu．info/
会　場　大阪東急REIホテル
　　　　〒530-0027
　　　　大阪市北区堂山町2―1
　　　　☎ 06-6315-0109
話題提供　未定
　　　　決定次第ホームページに掲載
会　費　5,000円
　　　　※学生は優待：2020年卒業生は招待
役　員　会　長　井出千束56回（高12）S35年
　　　　副会長　三浦文夫56回（高12）S35年
　　　　　〃　　佐塚　浩58回（高14）S37年
　　　　　〃　　相馬　平60回（高16）S39年
連絡先　関西岳南会事務局
　　　　中井良策　090-4515-0770
　　　　E-mail：roy2234nakai@ares.eonet.ne.jp

関西岳南会
2020年度総会・懇親会ご案内

　

突
然
の
訃
報
に
呆
然
で
し
た
。

　

君
は
、
野
沢
北
高
校
を
昭
和
三
十

年
に
卒
業
、
爾
後
、
家
業
の
嶋
屋
種

苗
株
式
会
社
社
長
・
長
野
県
議
会
議

員
・
母
校
岳
南
会
副
会
長
と
、
戦
後

の
疾
風
怒
濤
の
時
代
以
来
、
斯
界
の

指
導
者
と
し
て
格
段
の
活
躍
を
さ
れ
、

旭
日
双
光
章
授
与
の
栄
に
浴
し
ま
し

た
。
そ
の
中
、
昨
年
九
月
、
逝
去
、

佐
久
市
で
の
告
別
式
に
は
、
全
国
の

種
苗
業
界
、
政
界
及
び
各
種
関
係
団

体
等
か
ら
一
、八
〇
〇
名
に
及
ぶ

人
々
が
参
列
し
哀
悼
し
ま
し
た
。

　

今
こ
こ
に
、
戦
争
中
の
臼
田
国
民

学
校
、
戦
後
の
臼
田
中
学
校
、
野
沢

北
高
校
と
、
多
感
な
時
期
を
共
に
臼

田
町
で
過
ご
し
、
世
に
出
る
に
際
し

て
も
、
戦
死
さ
れ
た
父
君
公
太
郎
氏

（
岳
南
24
回
生
）に
代
わ
り
地
元
に
残

り
、
祖
父
熊
蔵
氏
及
び
信
江
夫
人
と

共
に
家
業
に
精
魂
を
傾
け
た
君
と
、

偶
々
米
国
奨
学
生
の
恩
恵
の
後
、
慶

応
義
塾
か
ら
三
井
物
産
に
入
っ
た
私

と
は
、
共
に
実
業
界
に
身
を
置
く
者

同
志
と
し
て
、
ま
た
仲
間
の
絆
強
い

五
一
岳
南
会
員
同
志
と
し
て
、
折
々

に
盃
を
重
ね
莫
逆
の
交
わ
り
を
し
て

き
た
が
、
ま
さ
か
、
命
取
り
の
病
を

持
つ
私
が
残
り
、
慰
霊
の
言
葉
を
捧

げ
る
と
は
、ゆ
め
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

年
経
て
も
、
君
と
親
し
ん
だ
佐
久

の
情
景
は
懐
か
し
い
も
の
で
す
。

　

旦
暮
れ
時
、
臼
小
の
木
造
校
舎
に

歌
声
が
聞
こ
え
、
担
任
が
児
童
劇
好

き
で
、
君
は
い
つ
も
重
要
キ
ャ
ス
ト

の
一
人
だ
っ
た
し
、
臼
中
で
は
、
郡

大
会
優
勝
を
目
指
し
野
球
の
ミ
ッ
ト

を
構
え
る
君
の
姿
が
あ
っ
た
が
、
野

沢
北
高
で
は
、
そ
の
暇
も
な
く
家
業

を
手
伝
う
君
が
い
て
健
気
で
し
た
。

　

終
戦
の
三
日
後
、
ソ
連
軍
と
の
交

戦
で
父
君
が
戦
死
さ
れ
た
悲
運
を
越

え
て
、
君
は
長
男
の
重
責
を
担
い
、

北
高
在
学
中
か
ら
簿
記
講
習
を
受
け

て
家
業
継
承
を
準
備
し
、
自
社
種
子

の
栽
培
者
向
け
納
入
か
ら
温
室
資
材

販
売
へ
と
家
業
拡
大
に
努
め
、
殊
に

佐
久
地
域
で
の
レ
タ
ス
等
の
特
産
化

へ
の
道
を
拓
く
貢
献
は
大
で
し
た
。

　

ま
た
、
内
閣
官
房
長
官
と
し
て
国

の
中
枢
で
活
躍
の
井
出
一
太
郎
氏
が

父
君
公
太
郎
氏
の
旧
制
野
沢
中
学
同

級
生
で
も
あ
り
、
推
さ
れ
て
、
地
区

青
年
部
長
と
し
て
政
治
の
世
界
に
男

の
ロ
マ
ン
を
求
め
、
県
議
会
議
員
に

当
選
し
て
三
期
、
頑
に
是
々
非
々
を

通
し
て
農
政
林
務
か
ら
行
財
政
改
革

ま
で
七
委
員
会
を
歴
任
、
最
後
は
県

監
査
委
員
を
勤
め
上
げ
、
併
せ
て
、

日
本
種
苗
協
会
諸
役
員
等
、
君
の
超

人
的
万
能
振
り
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
、
母
校
野
沢
北
高
の

百
周
年
記
念
事
業
に
あ
た
り
、「
岳

南
会
戦
没
者
慰
霊
碑
」
が
建
設
さ
れ
、

君
は
、
戦
没
者
二
百
三
十
七
名
の
遺

族
代
表
と
し
て
協
力
さ
れ
、
以
後
、

初
代
慰
霊
碑
護
持
会
長
と
し
て
毎
年

六
月
初
旬
、
ご
尊
父
は
も
と
よ
り
、

思
い
半
ば
で
散
華
し
た
諸
霊
へ
の
慰

霊
参
拝
の
催
し
を
し
て
き
た
こ
と
は
、

君
あ
っ
て
の
尊
い
誠
款
で
し
た
。

　

今
、
幽
明
異
に
し
て
後
先
は
あ
れ
、

ま
た
君
と
会
っ
て
交
歓
の
時
ま
で
、

安
ら
か
に
休
ま
れ
た
い
。　

合
掌

　

令
和
元
年
秋

　
　

五
一
岳
南
会　

井
出
直
人

井
出
公
陽
君
追
悼
の
辞

平
成
31
年
総
会
報
告

　

総
会
は
、
恒
例
の
一
月
五
日
、
佐
久
グ

ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
て
開
催
、
冒
頭
挨
拶

は
髙
見
澤
俊
雄
会
長
、
続
い
て
田
澤
直
人

校
長
の
挨
拶
及
び
母
校
近
況
報
告
が
あ
り
、

共
に
、
改
元
の
年
の
本
年
が
、
県
教
委
に

よ
る
少
子
化
対
応
の
「
県
立
高
校
第
二
期

再
編
計
画
」
の
具
体
的
検
討
の
初
年
と
な

る
と
の
言
及
が
あ
り
、
時
代
の
波
の
厳
し

さ
実
感
の
門
出
と
な
っ
た
。

　
〈
議
事
〉
で
は
、
議
長
に
石
山
道
泰
中

込
副
支
部
長
（
56
回
）
及
び
木
継
正
信
臼

田
支
部
長
（
58
回
）
が
就
き
、
会
務
報

告
・
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
・
会
務
計

画
・
会
計
予
算
が
、
順
次
、
原
案
通
り
議

決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
は
、
前
年
八
月
、
髙

見
澤
会
長
及
び
井
出
公
陽
副
会
長
の
辞
意

表
明
を
受
け
選
定
の
「
役
員
銓
衡
委
員

会
」（
田
原
実
夫
委
員
長
〈
60
回
〉
他
八

名
）
に
よ
る
三
ヶ
月
余
の
銓
衡
結
果
、
会

長
選
任
叶
わ
ず
継
続
を
懇
願
し
、
髙
見
澤

会
長
の
留
任
、
副
会
長
に
は
篠
原
秀
郷
氏

（
65
回
・
小
海
）
の
新
任
が
承
認
さ
れ
た
。

　
〈
協
議
〉
で
は
、
①
県
立
高
校
第
二
期

再
編
②
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
実

施
③
岳
南
会
所
有
林
の
放
出
④
総
会
実

施
日
の
変
更
等
へ
の
対
応
が
提
起
さ
れ
、

本
年
八
月
の
代
議
員
会
議
で
結
論
を
出
す

こ
と
と
し
た
。

　
〈
記
念
講
演
〉
は
、
神
津
忠
彦
東
京
女

子
医
科
大
学
名
誉
教
授
（
52
回
・
志
賀
）

に
よ
り
、
演
題
「
再
編
を
更
な
る
飛
躍
の

好
機
に
」
の
も
と
、
海
外
等
で
得
た
課
題

解
決
方
法
と
所
属
大
学
で
の
実
践
を
視
聴

覚
機
材
駆
使
の
示
唆
に
富
む
提
案
で
好
評

で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
母
校
吹
奏
楽
班
の
華
麗
な
演

奏
が
あ
り
新
春
を
楽
し
ん
だ
。

　

新
年
会
は
、
井
出
亜
夫
副
会
長
の
挨
拶
、

柳
田
清
二
佐
久
市
長
（
85
回
・
野
沢
）
及

び
小
泉
俊
博
小
諸
市
長
（
78
回
・
三
岡
）

に
よ
る
祝
辞
が
あ
り
、
倉
島
裕
氏
（
36

回
・
岩
村
田
）
が
乾
杯
先
唱
し
、
百
十
余

名
参
加
の
盛
会
の
中
で
交
歓
、
中
締
め
も

井
出
亜
夫
副
会
長
が
行
い
、
結
び
と
し
た
。

岳南会
令和2年総会のご案内
日時　2020 年 1月 5日 (日)
　　　総会　　　　　13：00～
　　　記念講演　　　14：00～
　　　吹奏楽班演奏　15：15～
　　　懇親会　　　　16：00～
場所　「佐久グランド・ホテル」2F
　　　（佐久市中込
 ☎ 0267-62-0031）
議事　 会務・会計・創立120周年

対応 他
記念講演
　　演題　「日韓友好への道」
　　講師　尹 美亜（ユン・ミア）氏
 （89回卒）
　　映像制作「オフィス・ミア」代表

○懇親会　会費 6,000 円
○岳南会事務局
　佐久市野沢　野沢北高校内
　（岳南会用　080-6936-1083）
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平成31年令和元年 会務報告(総会1月5日以降､事務局把握分)

1月 5日（土） 第1回三役会・第1回代議員会
平成31年岳南会総会
於佐久グランドホテル　参加者約150名
記念講演　 神津忠彦氏（52回） 

東京女子医科大学名誉教授
演題　｢再編を更なる飛躍の好機に｣

1月23日（水）  長野支部総会開催　出席者42名 
会長・校長・事務局出席

2月 9日（土）  84回卒「卒業30周年記念同窓会」 
於;佐久グランドホテル
実行委員長;比田井和孝　参加者 152名 
会長・校長出席

2月 9日（土） 東支部総会開催　出席者17名　事務局出席
2月16日（土） 大沢支部準備会　事務局出席
3月　2日（土） 野沢北高校卒業式　会長・副会長　計4名出席
3月22日（金）  野沢北高校教職員送別会　会長・副会長 

計4名出席
3月23日（土） 第45回中高一貫教育研究委員会
4月 3日（水） 野沢北高校入学式　会長・副会長　計4名出席
4月 6日（土）  臼田支部総会開催　出席者13名 

会長・校長・事務局出席
4月12日（金）  野沢北高校教職員歓迎会開催　会長・副会長

計3名出席
4月20日（土） 八千穂支部総会開催　出席者15名　会長出席
4月20日（土）  小海支部総会開催　出席者11名 

校長・篠原(秀)副会長出席
4月27日（土） 第46回中高一貫教育研究委員会  
5月25日（土）  関西岳南会開催（岳南会・鈴蘭会共同開催）　

於;大阪東急REIホテル

出席者25名　会長・事務局出席
5月26日（日） 吹奏楽定期演奏会　小諸支部より花贈呈　
6月 2日（日） 戦没者慰霊祭　会長・副会長（3名）・教頭出席
6月 6日（木）  役員改選委員会開催　出席者5名 

校長・事務局出席
6月 8日（土）  東京岳南会開催　於;アリス・アクア・ガーデン

銀座　出席者71名　会長・校長・事務局出席
6月11日（火）  第2回三役会・岳南会所有林視察（9名）・慰労会

（鶴寿司;12名）
6月13日（木） 第47回中高一貫教育研究委員会  
6月15日（土）  小諸支部総会開催　出席者35名 

会長・校長・事務局出席
6月15日（土） 平賀支部総会開催
6月21日（金）  佐久町支部総会開催　出席者13名 

会長・篠原(節)副会長出席
6月21日（金）  前山支部総会開催　出席者14名 

校長・事務局出席
6月22日（土）  岸野支部総会開催　出席者25名 

会長・事務局出席
7月13日（土）  桜井支部総会開催　出席者25名 

校長・事務局出席
8月10日（土）～15日（木）
   岳澄展　野沢会館　岳南会員38名及び 

在校生出品　会長出席
8月11日（金）  85回卒「卒業30周年記念同窓会」 

於;佐久グランドホテル　実行委員長;黒澤一 
也参加者 151名　会長・校長出席

8月15日（木） 第48回中高一貫教育研究委員会 
8月19日（月） 第2回三役会　（同窓会館）

 8月24日（土）  第2回代議員会・懇親会（三河屋）
 9月15日（日）   75回卒「卒業40周年記念同窓会」 

於;佐久グランドホテル
 実行委員長;阿部千浩　参加者 100名　

 9月25日（水）  創立120周年記念事業実行委員会準備会
10月11日（金）   中込支部総会開催　出席者16名 

校長・事務局出席
10月21日（土）   第49回再編検討委員会（中高一貫教育研

究委員会名称変更）
10月26日（金）  松本支部総会開催　出席者12名　校長出席
11月  2日（土）   65回卒「卒業50周年記念同窓会」 

於　佐久グランドホテル 
実行委員長;相馬徳太郎　参加者98名 
栁澤副会長・校長・事務局出席

11月25日（月）  「岳南会会計」監査
11月30日（土）  創立120周年記念事業実行委員会

会務計画（今後の予定） 
１.岳南会総会　 令和2年1月5日（日）佐久グランドホテル　

次年度より第2土曜日
２.役員会　（年3回・・・5月,8月,12月）
３.代議員会（年2回・・・1月第2土曜日,8月最終土曜日）
４.各支部総会（各支部ごとに計画）　
５.再編検討委員会（中高一貫教育研究委員会名称変更）（年数回）
６.役員改選委員会（適宜）
７.「岳南会ニュース」発行　含む協力金依頼（12月中旬）
８.その他　 「卒業記念同窓会」 

30周年（86回卒）,50周年;（66回卒）

　

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
の
発
足

以
来
、
母
校
の
中
高
一
貫
教
育
実
現

の
た
め
に
活
動
し
て
き
た
「
岳
南
会

中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会
」
は
、

昨
年
８
月
の
岳
南
会
代
議
員
会
で
、

新
た
に
「
岳
南
会
再
編
検
討
委
員
会
」

に
改
組
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、「
岳
南
会
中
高
一
貫

教
育
研
究
委
員
会
」
の
活
動
の
概
要

を
報
告
し
、
さ
ら
に
「
岳
南
会
再
編

検
討
委
員
会
」
に
改
組
す
る
に
至
っ

た
理
由
を
述
べ
、
同
窓
生
諸
賢
の

『
次
の
議
論
』
を
喚
起
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
い
、
そ
の
よ
う
に
考
え

ま
す
。

【
活
動
の
概
要
】

① 

研
究
委
員
会　

〜
２
０
１
９
年
８

月
ま
で
48
回
開
催

② 

佐
久
地
区
市
町
村
教
育
委
員
会
へ

の
説
明　

③ 

佐
久
市
議
会
議
員
（
岳
南
会
出
身
）

へ
の
協
力
依
頼

④
視
察
研
修

　

屋
代
高
校
附
属
中
学
校

　

諏
訪
清
陵
高
校
附
属
中
学
校

⑤
野
沢
北
高
校
へ
の
働
き
か
け

　

 

母
校
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
要

請
す
る
要
望
書
の
提
出　

２
０
１

１
年

　

 

母
校
に
よ
る
中
高
一
貫
校
へ
の
移

行
推
進
の
意
思
決
定　

２
０
１
４

年

　

 

校
長
に
よ
る
県
教
育
委
員
会
へ
の

説
明　

２
０
１
４
年
３
月

⑥ 

県
教
委
再
編
担
当
の
招
聘
、
説
明

会
開
催　

２
０
１
８
年
11
月

　

以
上
の
と
お
り
で
す
。

【
組
織
改
編
の
理
由
】

　

さ
て
、
昨
年
の
本
欄
で
も
紹
介
し

ま
し
た
が
、
新
た
な
中
高
一
貫
校
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
教

委
か
ら
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
し
て
こ
の
間
、「
高
校
改
革

〜
夢
に
挑
戦
す
る
学
び
〜
実
施
方

針
」（
２
０
１
８
年
９
月
）
に
沿
っ
て
、

新
た
な
第
２
期
再
編
の
構
想
を
実
施

に
移
し
て
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
観
点
か
ら
組
織
の
改

組
を
提
案
、
決
定
を
見
た
次
第
で
す
。

① 
「
佐
久
市
内
普
通
高
校
の
再
編
」

と
い
う
現
実
に
的
確
に
対
処
し
、

魅
力
あ
る
学
校
と
教
育
シ
ス
テ
ム

を
構
想
し
、
そ
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

② 

そ
の
際
、
佐
久
の
「
協
議
会
」
の

動
向
を
注
視
し
、
佐
久
地
区
の
新

し
い
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

他
校
同
窓
会
と
も
連
携
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③ 

当
面
の
研
究
活
動
を
端
的
に
表
現

し
、
外
部
へ
の
発
信
を
明
確
に
す

る
た
め
、
名
称
を
「
岳
南
会
再
編

検
討
委
員
会
」
に
変
更
し
、
爾
来

の
研
究
成
果
の
上
に
、
さ
ら
に
新

鮮
な
視
点
を
注
入
す
る
。

　

以
上
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

初
頭
に
お
け
る
岳
南
会
の
研
究
経
緯

を
述
べ
ま
し
た
。
旧
委
員
会
の
目
的

は
、
佐
久
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

展
望
し
た
、『
真
の
学
力
』
を
涵
養

す
る
学
校
を
構
想
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
今
日
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。『
次
の
議
論
』
を
と
お
し
て

新
し
い
教
育
の
姿
と
環
境
を
具
体
的

に
考
え
、
実
現
に
向
け
行
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

岳
南
会
再
編
検
討
委
員
会
委
員
長

篠
原　

秀
郷　

65
回

岳
南
会
再
編
検
討
委
員
会

（
旧
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会
）経
過
報
告

会計期間　平成30年11月16日～令和元年11月15日

令和元年度   岳南会 一般会計決算書

紙面の都合で、令和 2年度岳南会会計予算案は割愛させていただきました。

収入総額 12,488,580円　支出総額 6,486,721円　差引残額 6,001,859円
【収入の部】 単位：円
項　　目 収 入 済 額 備　　　　考

入 会 金 1,194,000 6,000円×199人（平成31年4月入学生）
卒業生終身会費 1,000,000 5,000円×200人（平成31年3月卒業生）
総 会 会 費 558,000 6,000円×93人
事 務 費 300,000 岳南塾より事務職員人件費補助
岳南会館維持管理費 497,500 2,500円×199人（平成31年4月入学生）
進路指導支援費 497,500 2,500円×199人（平成31年4月入学生）
岳南会活動協力金 4,052,961 郵便局（1,827,568）・コンビニ（2,078,088）・現金（147,305）
繰 越 金 4,372,395
雑 収 入 16,224 名簿代、百年史代、利息　等
合　　計 12,488,580

令和元年11月25日
会計監査　仁科英太郎　㊞
　　　　　篠澤　一平　㊞
　　　　　白井　正幸　㊞

【支出の部】 単位：円
項　　目 支出済額 備　　　　考

会 報 発 行 費 1,972,572 会報印刷費、封筒印刷費、振込用紙印刷費、郵送料等
総 会 費 829,137 会場費、講師謝礼、懇親会費、総会案内用往復葉書等
役 員 会 議 費 193,135 三役会、代議員会、役選委員会、会計監査等
支 部 会 議 費 467,783 祝儀、旅費等
高校再編検討会議費 55,167 旅費等
慶 弔 費 519,577 祝儀、餞別、香典、弔電、卒業証書用筒、新入生校章バッジ等
財 産 管 理 費 101,802 固定資産税、山林管理費等
クラブ等後援費 303,432 1,000円×199名、全国大会祝儀、広告料等
進路指導支援費 600,000 進路指導室支援
岳南会館維持管理費 758,383 会館電気料、岳南会携帯電話料、和室畳更新等
事 務 費 685,733 事務職員人件費、事務用品、葉書、封筒、切手等
予 備 費 0
合　　計 6,486,721
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岳
南
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か

ら
本
校
の
進
路
指
導
に
関
し
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
現
在
の

進
路
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
入
試
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
七
科
目
型
全
国
平
均

点
は
、
国
語
現
代
文
と
英
語
リ
ス
ニ

ン
グ
の
易
化
に
よ
り
文
系
五
七
〇
点

（
得
点
率
六
三
％
）、
理
系
五
七
六
点

（ 

同
六
四
％
）
で
前
年
度
か
ら
大
幅

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
﹇
ベ
ネ
ッ
セ
・

デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
実
行
委
員
会
予
測
﹈。

本
校
文
系
生
は
五
八
〇
点
（
得
点
率

約
六
四
％
）、
理
系
生
は
五
九
四
点

（
同
約
六
九
％
）
と
な
り
、
前
年
度

苦
戦
し
た
理
系
生
の
得
点
率
約
五

九
％
が
一
〇
％
回
復
す
る
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

▼
卒
業
生
の
概
況

　

平
成
三
十
一
年
度
末
に
お
け
る
大

学
合
格
者
数
は
掲
載
表
の
通
り
で
す
。

現
役
生
の
国
公
立
大
学
合
格
者
数
は
、

準
大
学
を
含
め
七
六
名
（
う
ち
進
学

者
は
七
〇
名
）
で
し
た
。
難
関
大
学

は
北
海
道
大
・
東
北
大
・
名
古
屋
大

各
一
名
、
医
学
科
は
残
念
な
が
ら
現

役
合
格
に
結
実
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

信
州
大
学
及
び
県
内
四
つ
の
公
立
大

学
に
加
え
、
群
馬
・
新
潟
・
富
山
・

進
路
指
導
室
か
ら

大学等合格状況 （2019.5.1 現在）
卒業生数 国公立大学 準大学 私立大学 外国大学等 大 学 計 公立短大 私立短大 短大計 各種／専修 総   計 

200
現 74 2 241 2 319 2 0 2 6 329
過 12 0 66 0 78 0 1 1 1 81
計 86 2 307 2 397 2 1 3 7 410

山
梨
・
静
岡
と
い
っ
た
近
県
の
国
公

立
大
学
進
学
が
比
較
的
多
か
っ
た
こ

と
が
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
中
・
後
期
合
格
者
一
七
名

（
前
年
度
比
二
名
増
）
と
「
最
後
ま

で
諦
め
な
い
」
姿
勢
も
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
進
学
者
は
七
四
名
。
こ

れ
は
前
年
度
と
同
数
で
し
た
。
現
役

志
向
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
一
方
、
掲
載
表
に
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
浪
人
生
は
四
四
名
で
す
。

し
か
し
、
う
ち
一
二
名
は
国
・
私
立

大
学
に
合
格
し
つ
つ
も
第
一
志
望
を

諦
め
ず
に
再
挑
戦
を
選
択
し
て
い
ま

す
。

▼
在
校
生
の
現
況

　

令
和
の
新
し
い
時
代
に
な
り
、
現

三
学
年
に
は
二
〇
一
名
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
令
和
二
年
度
入
試
で
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
も
最
後
を
迎
え

ま
す
。
九
八
％
に
あ
た
る
一
九
七
名

が
出
願
し
ま
し
た
。
現
在
入
試
改
革

が
進
行
す
る
中
、「
英
語
外
部
試
験
」

の
導
入
は
先
送
り
さ
れ
た
も
の
の
、

令
和
三
年
度
入
試
か
ら
通
称
「
共
通

テ
ス
ト
」
が
始
ま
り
ま
す
。
巷
間
、

現
役
・
安
全
志
向
が
強
ま
る
、
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
は
安
易
な
志
望
変
更
を
せ
ず
、

第
一
志
望
突
破
の
た
め
に
日
々
の
授

業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

▼
進
路
実
現
の
た
め
に

　
「
主
体
的
・
対
話
的
・
深
い
学
び
」

が
現
在
進
行
し
て
い
る
入
試
改
革
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。
岳
南
会

員
の
皆
さ
ま
に
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
実
施
す
る
折
々
の
進
路
行
事
を
通

じ
、
北
高
生
は
主
体
的
に
自
己
の
将

来
像
を
探
究
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

今
後
と
も
岳
南
会
員
の
皆
さ
ま
に
よ

る
後
輩
生
徒
へ
の
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

進
路
指
導
係　

池
田　

直
樹

つ く ば 国 際 2 2
国 際 医 療 福 祉 7 4 11
群 馬 パ ー ス 9 9
群 馬 医 療 福 祉 1 1
高 崎 健 康 福 祉 5 1 6
共 栄 1 1
埼 玉 工 業 1 1 2
城 西 1 1
駿 河 台 1 1
獨 協 1 1
日 本 医 療 科 学 3 3
文 教 3 3
神 田 外 語 1 1
秀 明 1 1
城 西 国 際 1 1
聖 徳 1 1
千 葉 工 業 3 3
青 山 学 院 8 8
桜 美 林 4 1 5
大 妻 女 子 2 2
学 習 院 1 1 2
北 里 4 1 5
共 立 女 子 1 1
杏 林 8 1 9
慶 応 義 塾 2 1 3
恵 泉 女 学 園 1 1
工 学 院 3 3
国 士 舘 1 1
駒 澤 4 1 5
芝 浦 工 業 2 1 3
順 天 堂 1 1
上 智 1 1
昭 和 1 2 3
昭 和 薬 科 2 2
成 城 1 1
専 修 3 2 5
大 東 文 化 1 1
拓 殖 1 1
玉 川 1 1
多 摩 美 術 1 1
中 央 4 3 7
帝 京 7 7
東 海 14 2 16
東 京 医 療 保 健 1 1
東 京 家 政 3 3
東 京 経 済 1 2 3
東 京 工 科 6 6
東 京 歯 科 1 1
東 京 女 子 1 1
東 京 電 機 3 1 4
東 京 都 市 1 1 2
東 京 農 業 1 1 2
東 京 福 祉 2 2
東 京 理 科 5 2 7
東 京 薬 科 1 1 2
東 邦 1 1
東 洋 14 1 15
日 本 8 5 13
日 本 歯 科 1 1

国 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
帯 広 畜 産 1 1
北 海 道 1 1
北 見 工 業 1 1
宮 城 教 育 1 1
東 北 1 1
秋 田 1 1
茨 城 1 1
群 馬 5 5
埼 玉 1 1 2
電 気 通 信 1 1
横 浜 国 立 1 1
上 越 教 育 1 1
新 潟 7 7
富 山 5 2 7
金 沢 1 1 2
福 井 1 1
山 梨 1 1
信 州 14 2 16

（人文）
（教育） 3 1 4
（経法） 1 1
（理） 2 2

（医－医） 1 1
（医－保健） 3 3

（工） 4 4
　（農）
（繊維） 1 1

静 岡 2 1 3
名 古 屋 1 1
広 島 1 1
愛 媛 1 1
宮 崎 1 1
公立大学／準大学合格者数
大 学 名 現 過 計
秋 田 県 立 1 1
茨 城 県 立 医 療 1 1
高 崎 経 済 5 5
首 都 大 東 京 3 3
横 浜 市 立 2 2
長 岡 造 形 1 1
富 山 県 立 2 2
福 井 県 立 1 1
都 留 文 科 2 2
山 梨 県 立 3 3
長 野 県 看 護 3 3
長 野 県 立 2 2
公立諏訪東京理科 1 1
静 岡 文 化 芸 術 1 1
防 衛 医 科 大 学 校 1 1
国 立 看 護 大 学 校 1 1
公 立 短 大 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計

山形県立米沢女子短大 1 1
川 崎 市 看 護 短 1 1
私 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
東 北 医 科 薬 科 1 1

日 本 体 育 2 2
文 化 学 園 1 1
法 政 6 1 7
星 薬 科 2 2
武 蔵 野 5 1 6
武 蔵 野 美 術 2 2
明 星 2 2 4
明 治 3 3 6
明 治 学 院 2 2
明 治 薬 科 2 2
立 教 2 1 3
早 稲 田 2 1 3
神 奈 川 7 7
神 奈 川 工 科 2 2
鎌 倉 女 子 2 2
フ ェ リ ス 女 学 院 1 1
新 潟 医 療 福 祉 3 3
新 潟 工 科 1 1
金 沢 学 院 1 1
金 沢 工 業 3 2 5
佐 久 2 2
清 泉 女 学 院 1 1
岐 阜 聖 徳 学 園 1 1
愛 知 学 院 1 1
金 城 1 1
大 同 1 1
中 京 1 1 2
名 古 屋 外 国 語 3 3
名 古 屋 学 院 1 1
藤 田 医 科 1 1
名 城 2 2
京 都 産 業 3 3
同 志 社 1 1
立 命 館 5 4 9
龍 谷 2 2
奈 良 1 1
関 西 1 1
近 畿 2 2
関 西 外 国 語 1 1
神 戸 常 盤 1 1
外 国 大 学 等 合 格 者 数

現 過 計
外 国 大 学 等 2 2
私 立 短 大 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
松 本 大 松 商 短 1 1
専 修･各 種 学 校 合 格 者 数
学 科 系 統 現 過 計
医 療 系 4 4
そ の 他 3 3
就 職 ・ 家 居 等

現 過 計
民 間 企 業
各 種 公 務 員
家 居 1 1
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クラブ活動報告（主な結果のみ） 母校近況

運 動 班

●野球
＜第101回全国高等学校
 野球選手権長野大会＞
本校 8－1 上伊那農業
本校 3－4 長野日大

●陸上
＜県大会＞
（男子）
やり投　宮沢颯助　4位
400mハードル　石川泰地
 　6位
（女子）
やり投　林実玲　5位
＜北信越大会＞
（男子）
やり投　宮沢颯助　決勝
 　15位
400mハードル　石川泰地
 　予選敗退

（女子）
やり投　林実玲　決勝 21位

●剣道
＜県大会＞
（男子）
団体　予選通過
決勝トーナメント1回戦敗退
（女子）
団体　予選通過
決勝トーナメント1回戦敗退

●ソフトテニス
＜県大会＞
（女子）
団体戦　1回戦
本校 0－2 塩尻志學館
個人戦
木村・友野ペア
6位でインターハイへ
＜北信越大会＞
（女子）
団体戦　1回戦
個人戦　1回戦　

木村・友野ペア 0－4
  菊川・山崎ペア
 （富山・高岡商業）

＜全国大会＞
個人戦　1回戦
木村・友野ペア 2－4
  萩原・関根ペア
 （群馬・伊勢崎清明）

●テニス
＜県総体＞
（男子）
団体戦
1R
　猿谷 知紀 1－6 松商学園
　栁澤・平林 0－6 松商学園
　阿部 公太 3－6 松商学園
個人戦
全日本JR
1R
　猿谷知紀 6（2）－7 松商学園

●バスケットボール
＜総体県大会＞
（男子）
本校 71－78 飯田

（女子） ベスト16
本校 86－64 飯田女子
本校 55－74 市立長野

●ハンドボール
＜総体県大会＞
（男子）
本校 21―27 坂城

（女子）　ベスト8
本校 14－31 松本蟻ヶ崎

●弓道
＜総体県大会＞
（男子）
個人戦　予選敗退
団体戦　ベスト8

（女子）
団体戦　予選敗退

●水泳
＜県総合体育大会＞
（男子）
甘利一真
　2200m背泳ぎ　4位
　400m自由形　4位
（女子）
小林萌笑
　100mバタフライ　6位
　200mバタフライ　4位
永原彩
　100m背泳ぎ　3位
　200m背泳ぎ　2位
団体
　女子400mリレー　5位
　女子400mメドレーリレー
 6位
＜北信越大会＞
（男子）
甘利一真
　200m背泳ぎ　予選15位
　400m自由形　予選22位
（女子）
永原彩
　100m背泳ぎ　決勝7位
　200m背泳ぎ　決勝9位

●棋道
＜長野県高等学校
 将棋選手権大会＞
男子団体戦
　野沢北A
　（髙瀨、佐藤、菊池）
　6位
　野沢北B
　（小金沢、笹澤、畑）
　8位
男子個人戦A級
　篠原康平ベスト16
　眞保拓弥ベスト16
　阿部透也ベスト32
　高橋直也ベスト32

●英語
＜イングリッシュキャンプ＞
movie contest 部門
 　21校中準優勝

文 化 班

小林萌笑
　100mバタフライ
 　予選14位
　200mバタフライ
 　決勝10位
団体
　女子400mリレー
 　予選16位
　女子400mメドレーリレー
 予選15位

＜英語レシテーション
 コンテスト＞
4名出場　セミファイナリス
ト1名
　２－２ 江刈内ひな

●軽音楽
＜イングリッシュキャンプ＞
第27回長野県高等学校
軽音楽系クラブ合同演奏会
東北信大会
Power Live 2019 TH
審査員賞（ベスト16）：
テブクロケット
（3年：武重・石井・篠原）
奨励賞（ベスト25）：
Mix Juice
（3年：中澤・小林・森泉・
眞田・掛川）
以上2バンド県大会に進出

岳
南
会
活
動
協
力
金
に
つ
い
て

　

岳
南
会
の
活
動
は
、
毎
年
会
員
様

か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
岳
南
会
活
動
協
力
金
」
が
資
金
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
よ
り
二
種
類
の
振
替
用
紙

（
コ
ン
ビ
ニ
用
と
郵
便
局
用
）
を
同

封
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
振
込

手
数
料
は
不
要
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
ど
ち
ら

か
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ご
入
金
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
印
刷
代
・
発
送
代
の
高
騰
に

よ
り
「
二
千
円
以
上
の
協
力
金
」
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
何
卒
ご
了
承

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
所
等
の
変
更
に
つ
い
て

　

お
名
前
・
住
所
等
が
変
わ
ら
れ
た

方
は
、「
住
所
等
の
変
更
手
続
き
」

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岳
南
会

ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
同
封
し
ま
し
た

鑑
の
「
個
人
情
報
の
変
更
に
つ
い
て

の
お
願
い
」
の
欄
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

末
永
く
「
岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を

お
届
け
す
る
た
め
に
も
お
願
い
し
ま

す
。
尚
、「
岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の

発
送
及
び「
活
動
協
力
金
」の
業
務
は
、

㈱
サ
ラ
ト
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

編

集

後

記

　

昨
年
は
令
和
の
新
時
代
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
深
め
た
一
年
間

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
台
風

十
九
号
が
襲
来
し
、
こ
の
佐
久
の
地

に
も
大
き
な
惨
禍
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
被
害
を
蒙
ら
れ
た
会
員
の
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
が
安
ら
か
な
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。


